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第
8
回 

通
常
総
代
会 

開
催 

　
最
近
の
我
が
国
の
経
済
は
、製
造
業
な
ど
一
部
の
業
種
に
お
い
て
は

景
気
回
復
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
が
、我
々
の
林
業
・
木
材
業
界

で
は
、木
材
需
要
量
の
減
少
に
加
え
、長
期
化
す
る
木
材
価
格
の
低

迷
、と
り
わ
け
昨
年
襲
来
し
た
未
曾
有
の
台
風
被
害
な
ど
か
ら
採

算
性
が
悪
化
し
、生
産
活
動
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
 

　
こ
の
結
果
、管
内
の
育
成
途
上
に
あ
る
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
十

分
手
が
加
わ
ら
ず
、一
部
に
お
い
て
は
、森
林
の
荒
廃
に
よ
る
森
林
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
低
下
に
よ
り
、様
々
な
影
響
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

　
当
組
合
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
十
分
認
識
し
、地
域

林
業
振
興
の
中
核
的
担
い
手
と
な
る
よ
う
経
営
基
盤
の
強
化
は
も

と
よ
り
、森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
を
活
用
し
て
の

間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
の
推
進
、台
風
に
よ
る
被
災
森
林

緊
急
対
策
事
業
、林
業
労
働
力
の
育
成
確
保
、緊
急
雇
用
に
関
す

る
各
種
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
現
下
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
を
踏
ま
え
、健
全

な
組
合
経
営
を
念
頭
に
お
き
役
職
員
は
も
と
よ
り
４０
班
の
協
力
事

業
体
が
一
致
結
束
し
て
努
力
し
た
結
果
、総
売
上
は
当
初
計
画
4
億

1
千
7
百
万
円
を
上
回
る
４
億
８
千
３
百
万
円
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、経
常
利
益
は
２
千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
事
業
面
に
つ
い
て
み
る
と
、利
用
部
門
が
総
利
益
の
９２
％
を
占
め
、

請
負
造
林
事
業
、治
山
事
業
、緑
化
整
備
事
業
が
伸
び
て
、森
林
造

成
事
業
全
体
で
は
４
億
６
千
万
円
の
事
業
額
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、組
合
員
か
ら
の
利
用
部
門
事
業
額
は
７
千
３
百
万
円
の
利
用
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
一
昨
年
か
ら
推
進
し
て
き
た
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

制
度
に
係
る
施
業
計
画
は
、累
計
し
て
３５
団
地
の
取
り
組
み
が
で

き
、こ
の
計
画
の
実
行
に
よ
り
森
林
整
備
に
確
実
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
以
上
の
よ
う
な
事
業
が
遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、県
並
び
に
関

係
市
町
、機
構
、公
社
、県
森
連
を
は
じ
め
、組
合
員
各
位
の
ご
支

援
、ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
ま
た
、恒
例
の
地
区
座
談
会
は
、昨
年
秋
の
た
び
重
な
る
台
風
の

襲
来
に
よ
り
、春
季
に
管
内
１５
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
が
、組
合
員

の
皆
様
と
の
意
見
交
換
が
で
き
、有
意
義
な
会
合
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
台
風
に
よ
り
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
被
災
さ
れ
た
組
合
員

の
皆
様
に
は
、改
め
て
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、皆

様
と
と
も
に
復
旧
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
 

　
な
お
、剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
は
、組
合
経
営
の
安
定
・
発

展
を
図
る
た
め
内
部
留
保
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
、ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

永
年
の
功
績
を
た
た
え
表
彰
さ
れ
る
 

伯
野
眞
知
人
前
組
合
長
 

第
8
回
通
常
総
代
会
を
平
成
１７
年
7
月
２９
日（
金
）午
後
1
時
３０
分
よ
り
、 

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢（
美
祢
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）で
開
催
し
た
。
 

出
席
者
数
は
、総
代
定
数
２
０
０
名
に
対
し
、本
人
出
席
１
２
２
名
、委
任
出
席
1
名
、書
面
出
席
４０
名
、 

合
計
１
６
３
名
で
、出
席
率
８２
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
 

議
長
に
は
、美
東
地
区
総
代
の
堀
田
　
稔
氏
を
満
場
一
致
で
選
任
、 

白
熱
し
た
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
が
、第
1
号
議
案
か
ら
第
8
号
議
案
、付
帯
決
議
ま
で
 

挙
手
多
数
で
可
決
、承
認
し
、午
後
3
時
５０
分
に
は
議
案
の
審
議
を
終
わ
る
。
 

2

平
成
１７
年
度 

運
営
基
本
方
針 

　
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、去
る
二
月

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
の
京

都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
る
な
ど
、環

境
保
全
へ
の
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、森

林
組
合
と
し
て
は
、地
域
内
の
森
林

資
源
が
循
環
利
用
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
に
向
け
、林
産
活
動
の
強
化

と
林
内
路
網
の
開
設
、間
伐
等
の
森

林
施
業
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、ま
た
、

森
林
づ
く
り
県
民
税
へ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、健
全
で
活
力
あ
る
森
林
整

備
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。 

　
当
森
林
組
合
改
革
プ
ラ
ン
に
掲

げ
る
組
織
、執
行
体
制
、事
業
改
革

お
よ
び
担
い
手
対
策
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、そ
れ
ぞ
れ
数
値
目
標
を

設
定
し
、計
画
の
実
行
に
努
め
て
行

き
ま
す
。 

　
組
合
員
の
信
頼
と
協
力
関
係
を

強
化
す
る
た
め
、地
区
座
談
会
の
開

催
や
広
報
誌
の
発
行
に
加
え
、施
業

の
集
団
化
の
た
め
の
集
会
等
を
開

催
し
、補
助
事
業
の
積
極
的
な
導
入

を
図
り
、事
業
効
果
を
高
め
な
が
ら

組
合
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。 

　
本
年
度
も
県
並
び
に
3
市
2
町

と
緑
資
源
機
構
、農
林
振
興
公
社
の

ご
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、決
意
を
新

た
に
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

役
職
員
が
一
致
結
束
し
て
、協
力
事

業
体
の
協
力
の
も
と
、地
域
林
業
の

振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

平成16年度貸借対照表（平成17年5月31日現在） 

損益計算書（平成16年6月1日～平成17年5月31日） 

組合員及び出資金 

資産の部 負債の部 

資本の部 

流動資産合計 

1事業総損益 
　1.収　　益 
　2.費　　用 
　事業総利益 

4特別損益 
　1.特別利益 
　2.特別損失 
　特 別 損 益 
税引前当期純利益 
法人税及び住民税額 
当 期剰余金 
前期繰越剰余金 
目的積立金取崩額 
当期未処分剰余金 

3事業外損益 
　1.事業外収益 
　2.事業外費用 
　事業外損益 
　経 常 利 益 

1当期未処分剰余金 

2剰余金処分額 

　1.法定準備金 

　2.特別積立金 

　　（うち目的積立金） 

3次期繰越剰余金 

26,623,110 

 

5,000,000 

15,000,000 

690,000 

6,623,110

　 

　 

当期剰余金の5分の1以上 

　 

　 

　 

2事業管理費 
　1.人 件 費 
　2.旅費・交通費 
　3.事 務 費 
　4.業 務 費 
　5.諸税負担金 
　6.施 設 費 
　7.雑　　費 
事業管理費計 
　事 業 利 益 

　 
　483,306,141 
　288,418,743 

　　 

　 
　2,251,900 

23,975 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
 

　 
2,644,024 
168,958 

　　 
　　  

　 
　142,618,946 

1,143,700 
2,685,484 
2,790,699 
12,367,849 
12,104,097 
611,246 

　 
　　  

　 
　　 
　　 

　　194,887,398

　 
　0 

　2,453,729 
　　▲2,453,729

　 
6,054,665 
　4,205,928 
　　1,848,737

7,856 

3 

15 

7,844

7,901 

3 

15 

7,889

318,991 

61 

405 

318,647

159,495,500 

30,500 

202,500 

159,323,500

159,495,500 

30,500 

202,500 

159,323,500

45 

0 

0 

45

　 
110,676 
　76,429 
　　34,247

　 
30,469,461 
　25,819,596 
　　4,649,865

　 
446,671,339 
　255,863,061 
　　190,808,278

　 
　　 
　 

　2,227,925 
　25,268,368 
　6,500,000 
　18,768,368 
　5,311,934 
　2,542,808 
　26,623,110 

 

　 
　 
　 

　　2,475,066 
　　 23,040,443

　 
　　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

　174,322,021 
　　 20,565,377

268,583,126

負債合計 92,757,722

資産合計 371,328,102

繰延資産 0

固定資産 
　有形固定資産合計 
　無形固定資産合計 
　外部出資合計 
　その他の固定資産合計 
　固定資産合計 

43,366,900 
1,622,940 
56,206,000 
1,549,136 

102,744,976

流動負債合計 
固定負債合計 

31,004,997 
61,752,725

資本合計 278,570,380

出資金 
剰余金合計 

159,323,500 
119,246,880

負債および資本合計 371,328,102

科　目 小　計 合計 指導 販売 購買 利用 金融 

（単位：円） 

（単位：円） 

（単位：人・口・円） 

前年度末 
現在 

本年度中 
増加 

本年度中 
減少 

本年度末 
現在 

組 合 員 数 出 資 金  

正組合員 出資口数 出資金総額 払込済出資金 準組合員 計 

平成１６年度剰余金処分案 （単位：円） 

適　　要 内　　訳 合　　計 

（　　　　　） 

※次期繰越剰余金中、教育情報資金は1,000,000円である。 
　（平成17年7月29日第8回総代会で議決） 
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木 材 の 地 産 地 消 を 目 指 し て

地元産木材の共同供給組織を設立！ 
　
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
管
内（
美
祢
市
、美
東
町
、秋
芳
町
、宇
部
市
、山
陽
小
野
田
市
）に
は
、五
万
数
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
存
在
し
、営
々
と
し
て
造
成
・
整
備
さ
れ
て
き
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
を
中
心
と

す
る
森
林
資
源
は
、順
次
収
穫
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、昨
今
の
森
林
・
林
業
、木
材
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
、林
業
採
算
性
の
悪
化
か
ら
林
業
生
産
活
動
が
停
滞
し
、一
部
の
森
林
で
は
荒
廃
に
よ
る
諸
機
能
の
低

下
に
よ
る
様
々
な
影
響
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
諸
情
勢
を
踏
ま
え
、先
に
県
・
市
町
・
関
係
団
体
等
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
頂
き
、管
内
の

製
材
業
者
と
森
林
組
合
で
構
成
す
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
美
秋
グ
ル
ー
プ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

役
職
名
　
　
事
業
体
名
　
　
　
代
表
者
　
　
市
町
村
名 

　 

  

副
会
長 

 

監
　
事 

監
　
事 

  

副
会
長 

会
　
長 

  

（
有
）蔵
永
木
材
店 

台
野
産
業（
有
） 

徳
沢
木
材（
株
） 

長
澄
製
材（
株
） 

（
有
）林
総
業 

（
有
）フ
ァ
ー
ム
オ
カ
ム
ラ 

福
田
産
業（
株
） 

（
株
）水
上
材
木
店 

美
福
製
材
所 

（
株
）よ
し
の 

カ
ル
ス
ト
森
林
組
合 

  

蔵
永
　
　
幸 

台
野
　
敏
夫 

徳
沢
　
信
明 

長
澄
　
　
剛 

林
　
　
紀
年 

岡
村
　
文
雄 

福
田
　
久
義 

水
上
　
和
彦 

永
田
　
拓
郎 

吉
野
　
　
一 

秋
山
　
早
苗 

美
祢
市 

秋
芳
町 

宇
部
市 

　
〃 

美
東
町 

　
〃 

秋
芳
町 

美
祢
市 

　
〃 

　
〃 

　
〃 

　
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
目
指
し
、管
内
に
お
い
て
成
熟
し
つ
つ
あ
る
森
林

資
源
を
、森
林
組
合
の
手
で
計
画
的
に
伐
採
し
、会
員
の
手
に
よ
り
付
加
価
値

を
高
め
、地
域
内
外
の
公
共
施
設
等
に
消
費
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
木
材
の
地
産
地

消
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

●
木
材
需
要
の
拡
大 

　
県
・
市
町
へ
の
要
請
活
動
等
／
木
材
ま
つ
り
等
の
開
催
を
通
じ
て
の
P
R
活

　
動
／
広
報
誌
・
有
線
放
送
等
を
通
じ
て
の
理
解
促
進
／
大
工
・
工
務
店
等
と

　
の
連
携
に
よ
る
家
づ
く
り
の
推
進 

●
地
元
産
木
材
の
供
給 

　
安
定
供
給
体
制
の
確
立 

事
業
活
動
の
内
容 

消
費
者
が
、地
元
産
の
木
材
を
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
く
ら
で
も
調
達
で
き
る

よ
う
、会
員
が
一
致
結
束
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、平
成
四
年
度
か
ら
当
管
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
き
た
「
良

質
材
品
評
会
」
を
発
展
さ
せ
、本
年
度
か
ら
「
美
秋
木
材
ま
つ
り
」
を

開
催
す
る
方
向
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
詰
め

て
き
た
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

1
　
主
旨 

　
美
祢
市
及
び
美
祢
郡
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、昔
か
ら
活
発
な
林

業
生
産
活
動
を
通
じ
て
、豊
か
な
森
林
資
源
を
育
み
、地
域
住
民
は
こ

れ
ら
の
森
林
か
ら
様
々
な
恩
恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、近
年
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ

っ
て
、林
業
採
算
性
の
悪
化
か
ら
林
業
生
産
活
動
が
停
滞
傾
向
に
あ
る

た
め
、森
林
の
有
す
る
諸
機
能
の
低
下
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、都
市
住
民
や
消
費
者
を
対
象
に
し
た
「
ま
つ
り
」
の
開

催
を
通
し
て
、木
材
の
良
さ
や
木
材
を
循
環
利
用
す
る
必
要
性
を
広

く
P
R
す
る
こ
と
に
よ
り
、当
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
と

森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 

2
　
日
時 

　
平
成
１７
年
１２
月
１１
日（
日
）・
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２
時
３０
分 

 

3
　
場
所 

　
美
祢
市
大
嶺
町
東
分 

　
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
及
び
サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢 

 

4
　
主
催 

　
美
秋
木
材
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

 

5
　
内
容 

　
●
森
林
・
林
業
を
知
る 

　
　
美
秋
材
等
品
評
会
／
森
林
・
林
業
の
役
割
や
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ

　
　
く
り
県
民
税
の
紹
介
／
ウ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
美
秋
グ
ル
ー
プ
や
森

　
　
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
紹
介
な
ど 

　
●
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い 

　
　
木
工
・
竹
細
工
体
験
／
丸
太
の
早
切
り
／
竹
と
ん
ぼ
滞
空
時
間

　
　
競
争 

　
●
森
林
の
利
用 

　
　
木
製
品
・
椎
茸
・
竹
炭
等
の
販
売
／
林
業
機
械
・
緑
化
木
・
果
樹

　
　
苗
木
等
の
販
売
／
地
元
産
木
材
に
よ
る
家
づ
く
り
の
紹
介
や
相

　
　
談 

　
●
そ
の
他 

　
　
昼
食
等
飲
食
物
の
販
売
　 

　 

5

お 知 ら せ  

健全で多様な森林づくり事業について 
やまぐち森林づくり県民税関連事業 

公
益
森
林 

　
　
整
備
事
業 

竹
繁
茂
防
止 

　
緊
急
整
備
事
業 

長
期
間
放
置
さ
れ
た
荒
廃

森
林
を
強
度
に
間
伐
し
、

針
葉
樹
・
広
葉
樹
が
入
り

混
じ
っ
た
混
交
林
に
転
換

し
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
図
る
。 

水
土
保
全
林
で
、次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
森
林 

●
普
通
林
の
み 

●
私
有
林 

●
３６
年
生
以
上
の
ス
ギ
・

　
ヒ
ノ
キ
人
工
林 

●
ダ
ム
上
流
域
、河
川
源

　
流
域
等 

●
将
来
的
に
伐
採
収
入
が

　
期
待
で
き
な
い
森
林 

●
２０
年
以
上
放
置
さ
れ
る

　
な
ど
、機
能
低
下
が
著

　
し
い
森
林 

●
0.
１０
　ha
以
上
 

●
本
数
率
４０
％
以
上
の
強

　
度
間
伐 

●
列
状
間
伐
を
基
本
と
す

　
る 

●
森
林
組
合 

●
個
人
等 

　（
補
助
率
１０
／
１０
以
内
） 

●
県 

繁
茂
竹
林
の
伐
採
等
と
次

年
度
以
降
、当
該
施
行
地

に
お
け
る
最
長
3
カ
年
の

再
生
竹
の
伐
採
等 

繁
茂
し
た
放
置
竹
林
を
緊

急
的
に
伐
採
・
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
森
林
の
も

つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
を

図
る
。 

水
土
保
全
林
で
、
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
竹
林
、及

び
こ
れ
に
隣
接
す
る
竹
林 

●
普
通
林
及
び
保
安
林
等 

●
私
有
林 

●
ダ
ム
、身
近
な
生
活
の

　
場
等 

●
竹
の
侵
入
率
が
概
ね
３０

　
％
以
上
の
森
林 

●
0.
１０
　ha
以
上 

 

目
　
的 

対
象
森
林 

事
業
内
容 

事
業
主
体 

台風被害地で行う 
被害木整理と植栽施業については 

補助金が交付されます。 

台風被害地 台風被害地 

被害木整理 被害木整理 

植林 植林 

採
択
基
準 

対
象
地
　
　
●
0.
１０ 
ha
以
上
の
施
行
地
で
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
人
工
林
で
本
数
被
害
率
が
３０
％
以
上
の
林
分 

　
　
　
　
　
●
植
栽
本
数
に
つ
い
て
は
、0.
１０ 
ha
あ
た
り
１
０
０
本
以
上
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

対
象
期
間
　
●
平
成
１７
〜
１８
年
度
ま
で 

事
業
主
体
　
森
林
組
合
、森
林
所
有
者 

※
下
刈
り
に
つ
い
て
は
、個
人
施
行
の
場
合
に
は
、保
安
林
等
で
な
い
と
採
択 

　
で
き
ま
せ
ん
。 

※
詳
し
く
は
、必
ず
最
寄
り
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

緑資源機構分収造林 
のすすめ のすすめ 

　
森
林
に
は
木
材
生
産
の
ほ
か
、水
を
蓄
え
、土
砂
を
保
持
し
、洪
水
を
防
ぎ
、海
の
生
き
も
の
を
育
て
、き
れ
い
な
空
気

を
つ
く
る
な
ど
大
事
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
森
林
は
天
然
の
ダ
ム
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
地
球
環
境
悪
化
の
防

止
と
い
う
こ
と
か
ら
、い
ま
、森
林
は
そ
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。 

　
機
構
造
林
と
は
、水
源
地
域
の
造
林
を
分
収
造
林
特
別
措
置
法
に
も
と
づ
い
て
分
収
造
林
方
式
で
お
こ
な
う
も
の
で

す
。
造
林
す
る
土
地
を
持
ち
な
が
ら
、自
分
で
造
林
が
で
き
な
い
方
、分
収
造
林
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

造林 
対象地 

▼
無
立
木
地
、散
生
地
、粗
悪
林

　
相
地
等
で
1
団
地
の
面
積
が

　
5
ha
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

▼
保
安
林
（
水
源
か
ん
養
林
、土

　
砂
流
出
防
備
林
ま
た
は
土
砂

　
崩
壊
防
備
林
で
、
水
源
か
ん

　
養
の
機
能
を
有
す
る
も
の
）

　
ま
た
は
同
保
安
林
予
定
地
で

　
あ
る
こ
と 

契約内容 
▼
契
約
期
間
は
４０
〜
８０
年
（
樹

　
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
） 

▼
施
業
基
準
や
契
約
者
の
義
務
、

　
費
用
の
分
担
等
詳
し
い
こ
と

　
は
話
し
合
い
で
決
め
ま
す
。 

有利な点 
▼
新
植
や
保
育
等
造
林
に
直
接

　
必
要
な
費
用
は
機
構
が
負
担

　
し
ま
す
。 

▼
造
林
木
の
売
却
に
よ
る
収
益
は
、

　
山
林
所
得
と
な
り
、所
得
税

　
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

詳
し
い
こ
と
は
、森
林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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カ ルスト森 林組合  
機 構 図  

理
事
会 

監
事
会 

総　会 
総代会 秋山 早苗 

代表理事組合長 

大呑 俊彦 

総 務 課 

森林整備課 

森林整備係 

森林育成係 

施業計画 
支援交付金制度 

美祢 

美東 

秋芳 

楠 

宇部 

山陽 

森林育成課 

庶務企画係 宇部支所 

美祢支所 

美東支所 

秋芳支所 

山陽小野田支所 

楠出張所 

山陽出張所 

経 理 係 

業 務 係 

代表理事常務 

課長　沓野継治 

課長　高須修三 

課長　杉山康彦 

（兼）係長　佐藤よしえ 

（兼）総括　高須修三 

事務　村上幸子（兼） 

事務　村上幸子 

事務　原川敬司（兼） 
　　　飯田和美（兼） 

　　　末岡英典 
　　　田中雄二 

事務　原川敬司 

事務　黒瀬房代 

◎高須修三.藤岡周志.沓野継治 
○末岡英典.倉本美代子 
　村上幸子 

◎竹田匡克.山田敬太郎 
○山中貴洋.佐藤よしえ 

支所長　藤岡周志（兼） 
　　　　原川敬司（兼） 
　　　　田中雄二（兼） 
連絡員　平みどり 

支所長　杉山康彦（兼） 
　　　　末岡英典（兼） 
　　　　原川敬司（兼） 
連絡員　平みどり 

支所長　高須修三（兼） 
　　　　末岡英典（兼） 

支所長　竹田匡克 
　　　　山中貴洋 
　　　　山田敬太郎 
　　　　倉増澄子（嘱託） 

支所長　竹田匡克 
　　　　上田千鶴 
　　　　坂倉　薫 

※団共関係　◎班　長 
　　　　　　○副班長 

平成17年8月1日現在 

◎竹田匡克.杉山康彦.上田千鶴 
○坂倉　薫.飯田和美 

◎藤岡周志.黒瀬房代 
○原川敬司.田中雄二 

◎藤岡周志.高須修三 
○原川敬司.倉本美代子 

◎杉山康彦.末岡英典 
○桑原清子 

（システム係）飯田和美 

　　　飯田和美（兼） 

主任　伊勢野幸男 
技能 

副主任岸田一史 
　　　河井実継 
　　　加藤明弘 

係長　佐藤よしえ 

係長　倉本美代子 

係長　藤岡周志 

係長　桑原清子 

団
共 

退職　美東支所長　倉増 澄子　　7月31日付 

採用　森林育成課　田中 雄二　　 4月1日付 

　　　美東支所　　倉増 澄子（嘱託）8月1日付 

表

紙

の

写

真

表

紙

の

写

真

 

表

紙

の

写

真

 

　
現
在
、当
森
林
組
合
敷

地
内
の
駐
車
場
を
間
伐

小
径
木
の
貯
木
場
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。
　

　
木
材
の
用
途
と
し
て
は
、

治
山
工
事
用
の
パ
ネ
ル
の

材
料
や
杭
材
に
利
用
し
、

ま
た
、直
接
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、組
合
事
務
所
の

外
壁
材
塗
装
を
建
築
以

来
初
め
て
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
は
第
8
回
通
常
総
代
会
の
報
告
と
、今
後
組

合
が
重
点
目
標
と
し
て
い
る
、木
材
を
利
用
、有
効

活
用
す
る
た
め
の
情
報
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た「
ウ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
美
秋
グ
ル
ー
プ
」
と
美
秋
木
材
ま
つ
り

の
開
催
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 
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